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発展会計に日々入力されたデータを基に進行年度の損益を予測します。 
登録済みの予算パターンや部門毎での予測が可能です。 

内容 

1．損益予測機能 概要 
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損益予測を行う企業に接続し、【F1 会計業務】または【F2 財務データ】または【F8 経営者チェック 
ポイント】から【損益予測（Excel）】を選択します。 ※会計事務所担当者のみ表示 

手順1 

2．損益予測_準備編 
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ヘルプページから損益予測データ出力先となるファイルをダウンロードします。圧縮ファイルの中に 
あるExcelをデスクトップ等に移します。 

手順2 

2．損益予測_準備編 
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最終実績月度を入力し、ファイル指定で前ページのExcelを参照します。「売上高」「売上原価」 
「人件費」「一般管理費」について、未経過月の予測条件をプルダウンから選択します。 

手順1 

3．損益予測_実行編 
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【F8 CSV出力】を押下するとExcelが起動しますので、上部にある「コンテンツの有効化」を押下 
します。 

手順2 

3．損益予測_実行編 
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マクロの実行がブロックされた場合は、Excelファイルを右クリックして「プロパティ」を開き、 
セキュリティ項目で「許可する」にチェックしてOKボタンを押下します。 
再度、前頁の作業を行って下さい。 

手順3 

3．損益予測_実行編 
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「ファイルを作成しますか？」のポップアップ画面が表示されたら、「はい」を押下し実行します。 
実行後、「ファイルを作成しました」と表示されますので「OK」を押下し完了です。 

手順4 

3．損益予測_実行編 
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Excelの損益予測表が自動作成されます。 

内容 

4．損益予測_完成 
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